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平成１８年度 第６回ＣＲＤセミナー開催ご案内 
日時：平成19年3月13日(火) 14時00分～15時00分 
場所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター ２階  
主催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター               
共催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 研究協力会 
産学官推進事業実行委員会 
ナノ加工 ― 低温薄膜堆積 ― 
 ナノデバイスは次世代微小デバイスとして注目されているが、その系統的な機能統合
プロセスの提案がなされておらず、製造面での課題も多い。また、これらにおいて必要
となる薄膜形成において、プラズマプロセスは不可欠なものとなっている。本研究では、
電力投入効率の良いマイクロ波を用いたプラズマ源によるさまざまな薄膜の低温での
堆積について検討を行っている。マイクロ波励起表面波プラズマ装置による実験につい
て紹介するとともに、均一性の高いプラズマを発生するためのマイクロ波の投入方法に
ついて検討を行うための、FDTD 法に基づく数値解析についても報告する。 
 
客員教授（アリエース・リサーチ有限会社 代表取締役）古川 雅一 
電気電子工学科 助教授 川口 秀樹 
 
 
平成１８年度 第７回ＣＲＤセミナー開催ご案内 
日時：平成19年3月15日(木) 10時30分～12時00分 
場所：室蘭工業大学 専門校舎 C303  
主催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター               
共催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 研究協力会 
産学官推進事業実行委員会 
室蘭の環境産業について 
 
 平成１５年３月に室蘭市が「室蘭地域環境産業拠点形成実施計画」を策定しましたが、
その計画案作成に立ち上げ時から関わり、本学の環境関連研究も含めて室蘭地域の環境
産業拠点形成のためのシーズ・ニーズの調査を実施されるなど、ずっと室蘭の環境産業
を見続けてきてこられた経験について講演していただきます。 
 
客員教授(株式会社アミタ) 内藤 弘  
建設システム工学科 教授 田村 亨 
平成１８年度 第８回ＣＲＤセミナー 
 
日時：平成 19 年 3 月 16 日（金）10 時 00 分～12 時 00 分 
場所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター ２階 
共催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター研究協力会 
産学官連携推進事業実行委員会    
 
 
総合テーマ：高靭性コンクリート及び高靭性軽量コンクリートを用いた構造部材の 
性能照査型設計に関する研究 
テーマ I：高靱性軽量コンクリートのポンプ圧送性および RC 構造部材の耐荷性能向上効果 
（独）土木研究所 寒地土木研究所 研究員 栗橋祐介 
近年，橋梁上部工等の軽量化による下部・基礎工の省力化や，それに伴う工期短縮およびコスト縮減を目的
に，軽量コンクリートの適用が検討され一部で実用化されている．一方，軽量コンクリートの引張強度は普通
コンクリートのそれよりも小さいことが知られており，種々の短繊維を混入しその引張性能を改善する工法が
検討されている．本研究グループでは，これまで耐食性に優れるポリビニルアルコール (PVA) 短繊維を混入
した高靱性軽量コンクリートに着目した研究を推進してきた．しかしながら，高靱性軽量コンクリートの現場
打設を想定して，そのポンプ圧送性等の施工性を考慮した検討には至っていなかった．本研究では，ポンプ圧
送可能な高流動配合の高靱性軽量コンクリートの開発を試みるとともに，そのポンプ圧送性を確認した．また，
ポンプ圧送により排出されたコンクリートを用いて RC 梁供試体を作製し，４点曲げ静載荷実験によりその
耐荷性能を検証した． 
テーマ II：高靱性軽量コンクリートを用いた PC 梁の静的および衝撃荷重載荷実験 
客員教授 三上 浩 
(三井住友建設（株）技術研究所主席研究員) 
軽量コンクリートの最大のメリットは，構造部材の自重を低減できると
ころにある．従って，構造形式を PC 構造とすることにより，そのメリッ
トをさらに効率的に活用できるものと考えられる．一方，軽量コンクリー
トの引張性能の改善を目的に PVA 短繊維を混入する方法が考えられるが，
PVA 短繊維の混入による PC 梁の耐力向上効果は明らかにされていない．
このような観点より，本研究では，高靱性軽量コンクリートを用いた PC 梁
の静的および重錘落下衝撃実験を行い，PVA 短繊維混入による PC 梁の耐
荷性能および耐衝撃性向上効果について検討した．その結果，PVA 短繊維
の架橋効果により，PC 梁の耐荷性能が改善されるとともに，耐衝撃性も向
上することなどが明らかになった． 
 
 
テーマ III：高靱性コンクリートを用いた RC 柱の水平交番載荷実験 
建設システム工学科教授 岸 徳光 
本研究グループでは，これまで PVA 短繊維を混入した 
RC 梁・版の静載荷実験を行い，PVA 短繊維の架橋効果に
より RC 部材の曲げおよびせん断耐力が向上することを
明らかにしている．このような効果は，曲げやせん断力の
作用を繰り返し受ける RC 柱の靭性能向上法にも応用で
きるものと考えられる．本研究では，PVA 短繊維混入に
よる RC 柱の靭性能向上効果に関する基礎的資料の収集
を目的に，PVA 短繊維の体積混入率 (短繊維混入率 Vf) 
を 0 ～ 3 % に変化させた RC 柱の水平交番載荷実験を
実施した．その結果，短繊維の混入により RC 柱基部の
斜めひび割れや割裂ひび割れが抑制されて靭性能が改善
されることや，累積履歴吸収エネルギーが短繊維無混入の
場合に比較して，最大で 3.5 倍程度向上することなどが
明らかになった． 
実験終了後における RC 柱側面
のひび割れ分布性状 
重錘落下衝撃実験の状況 
Vf = 0 % の場合 Vf = 3 % の場合
 5 δy  
 2 cycle
 8 δy  
 2 cycle
